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　東京都立川市役所・環境下水道部環境対策課の
主催による環境月間行事として、立川市として初
めての試み「エコ庁舎見学ツアー」が６月３日に
開催され、参加しました。

　皆さますでにご承知かと思いますが、立川市の
新市庁舎は、新たな市民自治の拠点になることを
目指して建設されました。
　建設にあたり、市民に開かれた庁舎にしたいと
いう市の考えから、市民の意見を反映させるため
に、平成 15 年に公募による「立川市新庁舎建設
市民 100 人委員会」が設置されました。
　委員会から提出された「基本構想市民案」を踏
まえて、平成 17 年「新庁舎建設基本構想」が策
定され、これに基づいて設計、建設されました。
　このように市民の要望を取り入れた結果、環境
に配慮したさまざまな設計工法を駆使し、市民ロ
ビーのオープンスペースには吹き抜けから明るい
日差しが降り注ぐすてきな新市庁舎になっていま
す。

　さて当日は、まず１階の会議室で案内コースに
ついて概略の説明があり、その後 14 名の参加者
が２班に分かれて見学しました。

① １階ロビー ⇒ 自然採光
② １階多目的プラザ ⇒ 地中熱パネル
③ ３階食堂前 ⇒ 食堂のコージェネレーション・
　　　　　　　　　システムによる給油
④ ３階トイレ ⇒ 人感センサー、雨水利用
⑤  302 会議室への通路 ⇒ 照明・人感センサー
⑥ 屋上テラス＜１＞ ⇒ 屋上緑化
⑦ 屋上テラス＜２＞ ⇒ 太陽光発電システム　
⑧ 屋上テラス＜３＞ ⇒ 自然採光
⑨ 屋上テラス＜４＞ ⇒ 
　　　　　　　　　　　躯体蓄熱（ナイトパージ)
⑩ 屋上テラス＜６＞ ⇒ 
　　　　　　　コージェネレーション・システム
⑪ ３階西側テラス ⇒ 西日遮廠
⑫ ３階熱源機械室 ⇒ 熱源機械室
⑬ 地下 ⇒ 雨水貯水槽
　　　　　　　
　このような順序で回って説明を受けましたが、
改めて新庁舎全体をみると、地下 1 階・地上 4
階建ての低層建築でワンフロアの面積が広く、吹
き抜けや中庭の効果で空間の広がりも実に伸び伸
びとしています。
　また、太陽光パネルや換気塔などの自然エネル
ギーを活用した設備や、建物内の空調負荷を軽減
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させる屋上緑化など、地球環境へ
の配慮とともに、立川断層を意識
した地下駐車場利用の免震構造や、
建物の長寿命化につながるコンク
リートの採用などにより、災害に
強く、耐久性も高い庁舎となって
います。
　　　　　　　
　では、環境に配慮したエコ庁舎
の特徴をもう少し詳しくご紹介し
ましょう。

換気塔、自然採光

　市民ロビー上部の換気塔は、
建物上部にたまった熱気を効率
よく排気し、中間期（春や秋などの冷暖房が不
要な季節）を中心に、自然換気を積極的に取り
入れています。
　また、吹き抜けや中庭を設けることで、自然
採光を生かし、照明の消費電力を低減します。

地中熱利用

　冬の暖房では外の空気より暖かい地中から
熱を取り出し、夏の冷房では外の空気より低い
温度の地中に熱を放出するシステムです。
　地下は夏冬通じて、約 15℃と温度が一定の
ため、地下 100 ｍまで管を入れて、菅の中の
水を「夏は冷やす」　「冬は温める」ことで、冷
暖房に使用できます。ここでは、暖房用として
使用しています。

コージェネレーション・システム

　水素と酸素を反応させて電気をつくり出し、
その時の反応で発生する熱を利用して給湯す
る、エネルギー効率の良いシステムです。

雨水利用

　雨水を貯留し、塩素消毒をした上で、トイレ
の洗浄水などに利用します。
《データ》　
平成 22 年４月から翌年３月の貯水量：1,935 ㎥

屋上緑化

　通常のコンクリート屋根の場合、60 度近く
まで表面温度が上昇し、建物の内部の冷房負荷

を増大させます。また、建物周辺の気温にも影
響を与えます。
　屋上緑化は、土壌の断熱効果、植物の蒸散・
日差しをさえぎる効果により、建物内の空調負
荷を軽減し、緑の潤いを提供します。

太陽光発電

　屋上の一部に太陽光発電設備を設置し、庁舎
の電力使用の約３％を太陽光発電でまかなっ
ています。
《データ》　
多結晶シリコン型太陽電池　　発電量：60.8 kw

躯
く た い

体蓄熱

　夏場、夜間の冷えた空気を導入して建物の躯
体を冷やしておくことで、日中の冷房利用を抑
制します。

西側テラス

　西側テラスは奥行きがあるために西日をさ
えぎり、熱負荷の軽減につながっています。ま
た、低層階の構造のため、外のケヤキ並木も西
日をさえぎる役に立っていて、夏の暑さをしの
ぎやすく設計されています。

　　
　こうした設備を整えた立川市の新庁舎は、多様
化する市民要望に的確に対応できる設計になって
いて、平成 22 年５月６日から業務を開始してい
ます。

自然光で明るい市民ロビー


